
第２回

平成29年７月28日（金） 19：00～

中標津町

なかしべつ

協働の景観まちづくり
ミーティング（TPC）



P2第１回の振り返り

19：00 １．開会・あいさつ

19：05 ２．情報提供
・前回の振り返り

・事業メニューと組織体制について

・中標津町の色のワークショップについて

・広報活動について

19：20 ３．意見交換の進め方

19：25 ４．意見交換

20：15 ５．まとめ・振り返り

20：30 閉会

中標津型景観整備機構（仮）の設立に向けた事

業メニューと組織体制を検討します。

P2



P3第１回の振り返り

本ミーティングの検討を発展させ、景観整備機構を設立していく。
• 今までの中標津町の景観の取組や景観計画を策定するまでの２年間を踏まえて、これから
の取組を考えていきたい。

• 次のステップとして景観整備機構を組織していくべきだと思う。

まち全体の
協働

子どもたちや子育て世代をはじめとする、今まで景観に対する関
心の低かった人の意識を醸成し、活動に参加してもらう。
• まちの魅力的な景観を子どもたちに受け継いでいきたいという思いがある。

• 子どもや若い世代を対象にしたアンケートやイベントを企画して子どもたちの目線に立った
活動をしていくと良いのではないか。

• 景観まちづくりではいろんな人たちが協力しなければならないと思う。

• まちづくりは自分たちで実践していくものであるという認識が必要であるので、町民自らが関
われる場があった方が良い。

景観整備
機構

第１回で共有したこと

関係団体と景観整備機構の組織や事業などを具体的に検討して
いく必要がある。

人材育成

第１回で決定したこと

■ミーティングの愛称

「TPC(Town Planning Community)」！
（のちほど検討予定…）

■Facebookページができました！

これから活動の報告などをアップ

していきます！お楽しみに！

https://www.facebook.com/nakashibetsu.keikan/
3
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P4第１回の振り返り P4

なかしべつ
協働の

景観まちづくり
ミーティング

協働の景観まちづくりミーティングの組織や今後の取組についての意見

• さまざまな立場の団体・個人が協
働で取り組んでいく。

• ミーティングでの検討を発展させ、
景観整備機構の設立につなげる。

■協働の
景観まちづくりの目的

■想定される事業メニュー
■取り組むべき推進方策のイメージ

• 今まで景観に関わっていなかった人も関わることができる機
会をつくる。

• 子どもたちや子育て世代など、さまざまな人の意見を取り入
れて、裾野を広げていくことも大事ではないか。

• TPC(Town Planning 

Community)

• 子どもたちも親しみやす
い愛称が良い。

■ミーティングの愛称
■目指す姿

• 活動を実践していくときに適切な人を
配置するなど、調整役として機能して
いくイメージがある。

• 町民や活動団体の情報交換の場と
なると良い。

• 関係する団体や事業者が集まって内容を
詰めていくといいのではないか。

• 町民を巻き込んだ活動にしていかなけれ
ば町全体の協働にはつながらない。

■組織体制のイメージ

• 基本的にはFacebookで活動の様子や中標津町の景
観の魅力を伝える。

• チラシ等も作成し、空港など人が多く集まる場所に置
いてもらいたい。

■情報発信について



P5第１回の振り返り P5

中標津町の色のワークショップ

• 中標津町の街並みの色についてのワークショップはどのような企画にするかは引き続
き検討していく。

フォーラム

• 子どもたちにも参加してもらいたいので週末に実施するのが良いのではないか。

• 小学校で行っている景観学習の報告会やまち歩き、ワークショップが出来ると良い。

H29年度 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

協働の
景観まちづくり

ミーティング

現在予定している
関連する活動

関連団体のヒアリング

色のWS①
色のWS② フォーラム

沿道の景観調査
10/31 景観学習

in中標津東小学校

これからのスケジュール予定 ※日程は変更になる場合があります。

今後のスケジュールについて

２

7/28
（金）

11/7（火）
in計根別

10/20
（金）

9/1（金）
in計根別

３ ４ ５ ６

1/15（月）

１

6/28
（金）

済



P6景観整備機構の事業メニューの事例 P6

景観整備
機構

中標津型景観整備機構（仮）の設立に向けた事業メ
ニューと組織体制を検討します。

事業メニューと組織体制について

景観学習

教育

委員会

街づくり

協議会

JA

商工会

等

景観調査 花植え活動 景観フォトコンテスト

建築士

会

街づくり
協議会

建設業

協会

行政
街づくり

協議会

町内会

観光

協会
町民

JA

商工会

等

●実施する事業が決まると、そのために関わってもらいたい団体が

見えてくるのではないか…？

まち全体の
協働

など… など… など… など…



P7景観整備機構の事業メニューの事例 P7

他都市の協働の取組

公園大通景観グレードアップ事業（帯広市）

（計画の策定とそれに伴うワークショップの開催）

●帯広市都市景観基本計画の中で重点プロジェクトと
して位置づけられている「公園大通」を「市民が誇れる、
まちの緑のシンボル道路」とするために、どうあるべき
かを周辺住民による委員会を設置して検討を行い、市
が計画書を策定した。

（参加団体と役割）

○住民・商工会など関係団体（ワークショップや花植えイベントの企画）

○小学校（ワークショップの参加、イベント作業協力）

○建設関連企業（計画策定における技術支援、工事施工）

○専門家（計画策定における助言・指導）

○行政（資料等の提供、事業経費補助）



P8景観整備機構の事業メニューの事例 P8

他都市の協働の取組

文化遺産を生かした「まるごと博物館」のまちづくり

（千葉県館山市）

●多様な主体が連携・協力しながら、有形無形の文化
遺産を保存・活用し、地域全体をまるごと「博物館」に見
立て、 地域の活性化を図る市民活動が行われている。

●ＮＰＯ法人が全体のコーディネートを行い、地縁組織
による環境整備、地域住民への呼びかけ、観光協会に
よる広報・スタディツアーへの協力、行政による各種環
境整備のほか、大学や調査機関による調査研究に協
力している。

（参加団体と役割）

○ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム（企画立案、事業運営、コーディネート、人材育成）

○町内会（環境整備、コミュニティ住民への呼びかけ）

○観光協会 （広報、スタディツアーの協力）

○行政 （文化財保護に関する業務、環境整備、サインボード設置、広報）

○学校・大学・調査機関 （教育支援、調査研究）



P9平成29年度のTPCの活動（一例） P9

まち全体の
協働

人材育成
今まで景観まちづくりへの関心の低かった人たちを
巻き込む事業メニューを検討する。

中標津町の色のワークショップ

●景観に関心をもってもらうきっかけとして景観色
に関わる勉強会を開催する。

広報活動と今後の進め方

●活動を広く知ってもらいたい。

●ターゲットを定めて、ネットと紙媒体を使い分けた

アプローチをしていく必要がある。

平成30年度以降も継続し、景観整備機構としての事業化へ期待

その後は･･･



P10平成29年度のTPCの活動（一例） P10

中標津町の色のワークショップ
●景観に関心をもってもらうきっかけとして、例えば、景観色に関わる勉強会を開催する
ことが想定される。

企画（案）

・「色のシュミレータ」1型（P型）、2型（D型）、
3型（T型）の2色覚の色の見えをリアルタイ
ムに確認し、一般型（C型）の色の見えと比
較することができるアプリ。

実施スケジュール（案）

H29年度 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

色のワーク
ショップ

企画・準備 まとめ

まとめ

第２回
中標津町景観色
ワークショップ

企画・準備第１回
中標津町景観色
ワークショップ

【アプリを用いて
様々な色覚の見え方を知る】

【風景からまちの色を抽出する】



P11平成29年度のTPCの活動（一例） P11

札幌の景観色の取組

●１年を通じ、市民のみなさんの
意見や札幌12区の地域ごとにお
ける人工物や自然物の色彩変化
を分析し、選定された70色を札幌
の景観色としている。
●それぞれの色には気候風土を
思い起こさせる札幌らしい名前が
つけられている。

札幌の景観色 70色

▲景観色マップ ▲札幌景観色70色カードゲーム
「SAPPOLOR-さぽら-」

▲札幌の景観色「馬鈴薯」で塗装
された建物



P12平成29年度のTPCの活動（一例） P12

中標津町の色のワークショップ

まちの色を見つけよう！ワークショップ（案）

●カラーカードを持ってまち歩きをしながら色を見つける

●カラーパレット作成サイトで画像から色を抽出する

抽
出

●まちの色カードを作成？

第１回 第２回

●中標津町らしい色の

名前をつける…？

例えば

･･･来年度以降は、



P13平成29年度のTPCの活動（一例） P13

●７月上旬に開設しました。

●７/２０時点で「いいね！」 ２３件で、投稿のリーチが４８０人です。

なかしべつ協働の景観まちづくりミーティングFacebookページ

▲なかしべつ協働の景観まちづくりミーティングFacebookトップページ

広報活動と今後の進め方
●活動を広く知ってもらいたい。

●ターゲットを定めて、ネットと紙媒体を使い分けたアプローチをしていく必要がある。



P14平成29年度のTPCの活動（一例） P14

なかしべつ協働のまちづくりミーティング ニュースレター

●第１回のミーティング内容をまとめたニュースレターを作成。

●現在は中標津町HP、TPC Facebookページで公開している。

●今後は町内会の回覧、商業施設等での配布を考えている。



P15平成29年度のTPCの活動（一例） P15

愛称 「TPC（Town Planning Community）」について

●子どもたちに親しまれる愛称が良いのではないか。

●「EPC（E-Photo Club）」と似ている…？

• NPO法人として認定を受け、函館市の景観整備機構として認定されている団体。

• 街中の空き家・空き地の利活用を行っている。

「はこだて
街なか
プロジェクト」 特定非営利活動法人 はこだて街なかプロジェクト（函館市）

• 網走市の商店街を中心にした賑わいづくりを行っている。

• 地域商社として網走市の特産品の通販やイベントの企画なども実施している。

「アバマチ」
網走まちづくり株式会社

• 札幌市真駒内地域で行われている旧真駒内緑小学校の跡利用施設のプロモーション
及び、地域の交流促進やまちづくり活動の活性化する取組。

「まこ×まち」
まこ×まち SOCIAL DESIGN PROJECT



P16全体ディスカッション P16

全体でディスカッション！！

テーマ：中標津型景観整備機構（仮）の設立に
向けた事業メニューと組織体制の検討

１.景観整備機構の設立に向けた

事業メニューと組織体制の検討

２.今まで景観まちづくりに関心の低かった人を

巻き込む事業メニュー・広報活動の検討

３.景観学習・沿道景観調査について情報提供



P17おわり P17

お疲れさまでした


